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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

美術

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1296

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

落ち葉やドングリなどを戸外活動時に集めて持ち帰る姿があったため、季節を感じながら製

作活動ができるように、活動を設定した。ボンド等を使いたいが、使い方がうまく出来てい

ない子もいたため、ボンドの使い方の習得もテーマとした。

・１１月　季節のものに触れる。集めたものを作品として作成し、掲示する。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・美術コーナーに収集したもの、道具をおいて、保育者が道具の使い方等を伝えながら順番に行う。

〈準備物〉

・画用紙、ボンド



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

日本ならではの季節の移り変わりを感じるとともに、実際に自分で拾うことの楽しさを味わ

うことが出来た。また、立体物を画用紙にどのように貼れば接着するのかよく考えながら作成

していた。ボンドの量や、接着面、自分たちで考えることを経験できた。ただ紙に貼っていく

だけではなく、街を作ったり、物語のように張り付けたり、子どもたちの中でイメージを表現

できる場でもあることを感じた。この活動以外でも、色々な素材を使って表現の場を増やして

いきたいと感じた。また、その後も継続できるよう、子どもたちが自由にボンドを使えたら

もう少し広がっていったと思う。

・落ち葉やドングリを拾いに行く。

・乾燥させた落ち葉をボンドで画用紙に貼る。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

落ち葉を拾いに行くと形や色など様々な葉っぱが落ちていた。自分の好きな形や色を見つけ

ると「これ、ハートみたい」と保育者に教える姿も見られ、満足そうに袋へと入れる様子も

見られていた。また当日休んでしまったこの分も落ち葉を拾う姿や、活動の際自分が拾った

葉っぱばかり使うのではなく、葉っぱの量を調整しながら、次の人や友だちのことを考えなが

ら、葉っぱを使う様子も見られていた。ドングリにも興味を示し「どうしたらくっつくかな」

とボンドでのつけ方に苦戦しながら、落とさないようにするために考えながら活動を行って

いた。


